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AI 時代の看護研究	

―	未来教育プロジェクト学習の手法で、概念から現実へ	―	

	

研究と評価は、実現したい未来へ向かうプロジェクトの一部	
	

	

	
	
	
看護研究の原点は、目の前の現実にあります	

看護研究では、「心理的安全性」「看護実践能力」「学修支援」「評価」「コンピテンシー」など、目に見え

にくい概念を扱うことが多くあります。研究や評価には、現実を整理し、意味を見いだす重要な役割がありま

す。一方で、概念から始まり、概念の整理や分析だけで終わる研究は、誰のどのような現実をよくしたのかが

見えにくくなることがあります。	

AI は、既存研究の収集、要約、分類、比較、分析、仮説の提示、評価項目の作成、文章化などを急速に行え

るようになっています。概念の整理やデータ分析だけで完結する研究は、今後、その多くを AI が担う可能性

があります。	

	

看護は現実を対象とするものです。目の前の人の表情、呼吸、声、沈黙、身体の変化、生活環

境、家族との関係、その人が大切にしているもの。そこから「何とかしたい」という課題意識が

立ち上がります。	

	
そこにビジョンを描き、必要な事実と根拠を獲得し、他者と対話し、自ら判断し、	

現実に役立つ「知の成果」を生み出す。これが、AI 時代の看護研究の方向。	
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AI 時代の看護研究を支える「6 つの視座」	
AI を使う技術ではなく、研究全体を方向づける人間の視座	

	

	
	

	
	

	

1 現実直視	
目の前の人、教育、医療、地域、社会の現実を見る。概念

や数値だけでなく、現実に起きていることから課題を見い

だす。	

	

2 ビジョン	
誰に、どのような未来を実現したいのかを描く。「何のた

めの研究なのか」を明確にする。	

3 知の成果	
研究によって得た知識を、教育プログラム、支援ガイド、

演習モデル、評価ツールなど、他者に役立つ形にする。	

	

4 事実・真実希求	
AI の回答や既存の理論をそのまま受け入れず、根拠、情報

源、現実との一致を確かめる。	

5 意思決定	
根拠ある情報をもとに、他者と対話し、自ら判断する。研

究の目的、方法、対象、成果の還元を最終的に決めるのは

人間。	

	

6 俯瞰	
研究対象だけを切り取らず、本人の生活、医療の現状、教

育環境、地域、制度、社会全体を見渡す。	

AI は、人間の代わりに研究の目的を決める存在ではありません。看護の現実を深く見つめ、知の

成果を生み出すためのイネイブラーです。	
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看護研究をプロジェクトとして捉える	

現実	→	課題	→	ビジョン	→	ゴール	→	情報獲得・研究	→	評価	→	知の成果	

	
	
	

	
	

	
	
プロジェクトの基本構造	

現実	
目の前で、何が起きているのか。	

	

課題	
誰が、どのような困難を抱えているのか。何をよくする必要があるのか。	

	

ビジョン	
誰に、どのような未来を実現したいのか。	

	

ゴール	
その未来へ向けて、何を明らかにし、何を生み出し、誰に提案するのか。	

	

情報獲得・研究	
ビジョンを実現するために必要な事実、データ、声、先行研究を手に入れる。	

	

評価	
生み出した成果が、対象者や教育、医療の現実に役立つものになっているかを確かめ

る。	

	

知の成果	
教育プログラム、演習モデル、支援ガイド、チェックリスト、評価ツールなどとして社

会へ還元する。	

	

研究は、ビジョンを実現するために必要な事実と根拠を手に入れるプロセスです。	

評価は、ビジョンへ近づいているかを確かめ、よりよくするためのプロセスです。	
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研究テーマは、プロジェクトのどこに位置しますか？	

研究や評価は、ビジョンとゴールへ向かうプロセスの一部	

	
	
	

あなたが取り組んでいる「研究テーマ」「評価テーマ」は、下の PBL 基本フェーズのどこに位置するでしょうか。	

	

	
	
	

研究テーマは、プロジェクト全体ではありません。	

現実から課題を見いだし、ビジョンを描き、ゴールへ向かうプロセスの一部です。	

研究・評価で扱うこと	 位置しやすいフェーズ	 ゴールへどうつながるか	

実態調査・課題の把握	 準備／情報・課題解決策	 現実に何が起きているかを明らかにする	

介入・教材・支援モデルの開発	 計画／制作	 ビジョンを実現する「知の成果」を具体化す

る	

効果測定・評価	 再構築／成長確認	 ゴールへ近づいたかを確かめ、改善する	

「研究テーマ」を概念で終えてはいけません。	

目の前の現実に立脚し、誰のどのような未来を実現したいのかを人間が決め、	
根拠ある情報をもとに「知の成果」を生み出す。そこに、AIでは代替できない看護研究があります。	
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看護教育の研究・実践テーマを PBL へ展開する

〈1〉	

看護教育分野の研究領域を参考に新たに構想した架空の事例	

	
	
1 安心して学べる看護教育環境づくり	
	
プロジェクトテーマ 看護学生が安心して考えを伝え、挑戦できる学習環境	
	
ビジョン 看護学生が、間違いや不安を恐れず、自分の考えや疑問を安心して伝え、仲間とともに学べる環境を実現した

い。	
ゴール 安心して発言・相談・挑戦できる条件と、不安やためらいを感じる場面を調べ、授業や演習に活用できるチェッ

クリストと改善案を提案する。	

	
知の成果 看護学生が安心して学べる授業・演習環境チェックリスト	

	
2 患者との関わりを深める実習指導づくり	
	
プロジェクトテーマ 学生が患者との関わりの意味に気づける実習指導モデル	
	
ビジョン 看護学生が、患者との関わりを深く振り返り、自分の言葉や感情、判断の意味に気づき、よりよい援助につな

げられる実習指導を実現したい。	
ゴール 教員が学生の記録のどこに着目し、何を根拠に問いかけや助言を行っているのかを明らかにし、対象理解と援助

的関係を支える指導モデルとして提示する。	

	
知の成果 教員の判断と対話が見える実習指導モデル	

	
3 一人ひとりの特性と強みを生かす実習支援	
	
プロジェクトテーマ 学生の特性と強みを生かせる看護実習環境	
	
ビジョン 一人ひとりの看護学生が、自分の特性や強みを生かしながら、安心して看護実践能力を伸ばせる教育を実現し

たい。	
ゴール 学生の情報の受け取り方、注意の向け方、感覚、学習行動と、実習で感じる困難や強みを調べ、個別性に応じた

学習方法、実習環境、指導上の支援策を提案する。	

	
知の成果 学生の特性と強みを生かす看護実習支援ガイド	

	
4 子どもと家族の未来を考える小児看護演習	
	
プロジェクトテーマ 子どもと家族に必要な看護を自ら判断できる事例演習を提案します	
ビジョン 看護学生が、子どもの発達、病状、家族の思い、生活背景を総合的に捉え、その子と家族に必要な看護を自ら

判断し、実践できるようにしたい。	
ゴール 学生が具体的な事例を通して、情報獲得、アセスメント、看護判断、援助計画、評価までを一体的に学べる事例

展開演習モデルを開発し、その活用方法を提示する。	

	
知の成果 子どもと家族の未来を考える小児看護事例展開演習モデル	
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看護教育の研究・実践テーマを PBL へ展開する

〈2〉	

研究成果を、現実に活用できる「知の成果」として社会へ還元する	

	
5 学生の判断と対話を支えるデジタル実習記録	
	
プロジェクトテーマ 学生・教員・臨床指導者をつなぐデジタル実習記録の活用方法	
	
ビジョン デジタル実習記録を、単なる記録の電子化ではなく、学生の気づき、判断、対話、成長を支える学びの道具と

して生かしたい。	

	
ゴール 学生・教員・臨床指導者が実習記録をどのように活用し、どのような対話や学修支援を行っているのかを調べ、

学生の看護判断を支える活用モデルを提案する。	

	
知の成果 学生・教員・臨床指導者をつなぐデジタル実習記録活用モデル	

	
6 在宅療養者の生活を支える遠隔看護教育	
	
プロジェクトテーマ 在宅療養者が安心して暮らし続けられる遠隔看護支援	
	
ビジョン 在宅療養者が、住み慣れた地域で安心して生活を続け、体調の変化を早期に捉えて重症化を防げる看護を実現

したい。	
ゴール 看護師が、画面越しでも表情、呼吸、生活状況、測定値、本人の訴えなどを統合して判断し、必要な支援につな

げられる遠隔看護教育プログラムを開発し、演習方法と評価方法を提示する。	

	
知の成果 在宅生活を支える遠隔看護教育プログラム	

	
7 体調と学びを両立できる看護学生支援	
	
プロジェクトテーマ 体調に配慮しながら看護師を目指せる学修環境	
	
ビジョン 体調上の困難がある看護学生が、必要な配慮を受けながら学びを継続し、自分の力を生かして看護師を目指せ

る教育環境を実現したい。	
ゴール 学生が授業、演習、実習、生活のどのような場面で困難を感じ、どのような支援を必要としているのかを調べ、

本人、教員、実習施設が共有できる具体的な学修支援ガイドを提案する。	

	
知の成果 体調と学びを両立するための看護学生学修支援ガイド	

	
本資料について	

本資料の事例は、看護教育分野で取り上げられている研究領域を参考に、鈴木敏恵が PBL の視点から新たに構想した架空の事例です。特定の研

究者の研究計画・研究成果を示すものではありません。	

参考：一般社団法人日本看護学教育学会「研究助成・過去の研究助成一覧」https://jane-ns.or.jp/grant/	

未来教育デザイン・PBL 構想・監修：鈴木敏恵 https://suzuki-toshie.net/	
	
	



AI 時代の看護研究｜未来教育プロジェクト学習の手法で、概念から現実へ	

未来教育デザイン・PBL 構想・監修：鈴木敏恵 ｜ 企画・構成・文章表現支援：ChatGPT（GPT-5.6	Thinking／OpenAI、2026 年 7 月）	 8	

	
＜未来教育 資料 1＞  PBL マトリックス［AI×情報］	

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 鈴木敏恵：AI 時代の羅針盤．看護教育，67（3）：280-291，2026（医学書院） 

PBLマトリックス [A I×情報]
構想・設計 ： 鈴木 敏恵

PBL基本フェーズ AI活用の主な方向 AI × 情報 ポートフォリオ

1. 準 備

（Preparation）

・現実直視

■課題発見

■現状分析支援

目の前の現実を見て「課題」を見出す

□ 課題発見：多角的視点からの課題発見

□ 情報収集: 地域データ分析

□ 課題の見出し:状況や事象の背景分析

□ 画像認識: 画像認識でパターン発見

□ 関連事象分析：論文・ニュース記事を解析

□ 対話：AIとの対話による「課題」妥当性確認

□ 対象者の生活シート

□ 地域の社会資源リスト

□ 施設・資源の写真

□ 関連疾患の現状データ

□ 地域・箇所のマップ

2. ビジョン・ゴール

（Vision & Goal）

・目的と目標の明確化

■目標設定 支援

■思考の言語化

ビジョンとゴールの言語化支援

□ 類似事例検索：成功プロジェクトや社会的モデルの

□ 表現補助：目標・ミッションの明確化支援

□ 言語化支援：思考整理・目標文のブラッシュアップ

□ 構想比較：複数案を提示してゴールの妥当性を検

□ 自己内省：AIとの対話で意志や動機を明確化

□ ビジョンゴールシート

□ 関連するメモ

□ 類似事例‥

3. 計 画

（Planning）

・構想力×時間活用

■行動計画支援

■工程設計

すべきことを自ら考える力

□ タスク分解：目標達成に必要な行動項目を抽出

□ スケジュール生成：期間と優先度を考慮した工程案の提示

□ リスク予測・状況予測：計画上の弱点や（天候、物流）予測

□ 進行テンプレート提示：チャートなどの可視化支援

□ 計画評価：AIによる現実性・効率性のチェック

□ 必要な情報リスト

□ 工程表（役割・戦略‥）

□ 地域の行事・文化期間

4. 情報・課題解決策

(Information& 

Solution）

・知的・戦略思考

■情報収集

■発想支援

情報を手にいれ解決策を考える

□ 信頼情報検索：根拠あるデータ・論文・統計の提示

□ 要約・翻訳：難しい論文の要約・多言語資料を簡潔に整理

□ アイデア発想：多角的視点からの解決策提案

□ 事例比較：他分野の応用事例を抽出

□ 因果分析：課題の背景要因をAIが構造化・可視化

□ 課題・現状・将来予測

□ 意識・アンケート

□ 周辺インタビュー

□ 対象者の居住環境

□解決策の思考プロセス

5. 制 作

（Production）

・視覚×論理性

■成果物制作支援

■表現補助

解決策を具体する

□ 制作補助 ポートフォリオのどの情報を活かすすべきか

□ デザイン生成：テキスト・動画のデザイン提案・作成。

□ 文章構成：原稿・提案文・レポートの骨子作成支援

□ プロトタイプ生成：試作品・ビジュアルモデルの生成

□ 編集・校正：言葉の整え・視覚的構成・誤字・文体の改善

□ パラグラフ整え：専門情報の要約、比較表の作成

□ 画像編集AI: 写真や図を自動補正、編集・視覚効果向上。

□他者の参考デザイン

□制作に関わるパラグラフ

□レイアウトの試行錯誤

□凝縮ポートフォリオ

6. プレゼンテーション

（Presentation）

・コミュニケーション力

■準備支援

■伝達力強化

プロセスと成果を他者に共有、

フィードバックを得る

□ スクリプト作成：意図を明確かつ論理的にする展開の提案

□ 効果的な構成の提案 シンプル・視認性・情報整理を提案

□ Q&A対策の練習：予想質問をリストアップ・応答の練習

□ 表現改善：話し方・トーン・テンポの最適化提案

□ 発表練習：AI音声認識によるリハーサル・フィードバック

□ 想定Q&Aメモ

□ フィードバックシート

□ キーワードメモ

7. 再 構 築

（Reconstruction）

・改善力

■改善支援

■再設計支援

ブラッシュアップ：改善・再設計する

□ 分析：フィードバックを整理・改善提案。

□ 参加者の意見を分析し、最も影響のある改善点を抽出。

□ 改善提案生成：修正箇所の具体化・再構築プラン提

□ バージョン比較：改訂前後の差分抽出・評価

□ 代替案提示：新たな方法や視点を提示

□参加者からのメッセージ

□修正箇所のメモ

□アップデートアイディア

8. 成長確認

（Reflection）

・成長志向

■自己評価支援

■メタ認知支援

自分の変化と成長を確認し

未来へつなぐ

□ 自己評価項目作成：学びのクオリティーを可視化

□ 振り返り支援：気づきや成長点の言語化

□ ポートフォリオ整理：活動記録の構造化・見える化

□ 成長分析：行動履歴や思考変化の抽出

□ 次の目標提案：次フェーズへの課題・方向性を提案

□PBLで得た自己成長

□感謝メール

□次のプロジェクトのアイディアメモ

Copyright ©2026 シンクタンク未来教育ビジョン 鈴木敏恵 All Rights Reserved



AI 時代の看護研究｜未来教育プロジェクト学習の手法で、概念から現実へ	

未来教育デザイン・PBL 構想・監修：鈴木敏恵 ｜ 企画・構成・文章表現支援：ChatGPT（GPT-5.6	Thinking／OpenAI、2026 年 7 月）	 9	

                   [役立ち情報] 	

意志ある学び-プロジェクト学習	

スタートしたい方、関心ある方へ		

 

さあ！「意志ある学び」を実現！ 

― AI×情報×プロジェクト学習 
 
	

         		

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

                  与えられた学びから、「意志ある学び」へ 

講師：鈴木 敏恵 
 
 

さあ！「意志ある学び」を始めよう 

  AI×情報×プロジェクト学習 

講演・図解・実践事例・資料はこちら          QR コードから未来教育の最新情報へ 

 

https://suzuki-toshie.net/news/9188/	



AI 時代の看護研究｜未来教育プロジェクト学習の手法で、概念から現実へ	

未来教育デザイン・PBL 構想・監修：鈴木敏恵 ｜ 企画・構成・文章表現支援：ChatGPT（GPT-5.6	Thinking／OpenAI、2026 年 7 月）	 10	

	

	

	

「大切な人」を守る課題発見PBLマトリックス 【ep. 現実直視】

ベッドサイド危険予測トレーニング

展開 詳細 身につく力

準備
・チーム（3〜5人）にて
実施

・書き込み用、大きめA3『写真（紙上シミュレーション用）』
・写真・図面（平面図など）
・ R（リアル）10シート（ 患者設定｜事前条件 ）を生かし「大切な人」を描く

・1人の人間をリアルに描く力

・情報収集力

① まず自分たちが
「課題発見」を書き込む

病室の写真や平面図へ「大切な人」にとって
リスクとなり得る
「場所」と「課題」を書きこむ

◼ 危険要因
◼ 観察項目
◼ 優先順位
◼ 起こり得る事故

＊自分で考えてから仲間と思考を共有する

・「現実」からの課題発見力

・知識と現実を結びつける力

・思考の言語化

② AI活用
AIに「課題発見」させる

◼ 病室写真

AIに：
◼ 転倒リスク
◼ 感染リスク
◼ せん妄リスク
◼ 見落としやすい視点

・AIリテラシー

・最適なプロンプト

・個人情報保護の意識

③ 照らし合わせ

AIによる課題発見と自
分たちの課題発見を照
らし合わせる

◼ 自分が気づけたこと
◼ AIが気づいたこと
◼ 自分が見落としたこと
を対話する。（人間ではの盲点など）

「その人ならではの課題」
患者の身体・精神機能、行動特性、
生活背景などを統合し、その患者にとって
危険に繋がることを見い出し、書き出す。

・協働する力

・「知の共有」により能力向上

を自覚

④ 「課題解決」

看護実践知の言語化

リスクを判断し、具体的な
「対策・課題解決の行動」を考えだす

a.80代、脳梗塞で左不全麻痺のある〇〇さんが
ベッドから乗り降りする右側のベッドサイドのスペースの確保をする
b.〇〇さんの右の手元にナースコールを置く
c.ベッドの乗り降りが安全にできる高さ（何センチ）を合わせる
d.ベッドの左側は柵をつけ、降りるところをなくし、右側は、頭側の柵1つ
足元の柵は外す。合計3つの柵を使う
e.点滴スタンドは点滴していない時は病棟の廊下にある器材庫に片付ける
f.軽度の認知症がある〇〇さんの病室は、ナースステーションに近くに移動し
見守もれる位置にする

・リスク評価力

・課題解決力

・思考の言語化・考える力

・自分の考えを伝える力

・倫理的判断力

・共創

⑤ 「現実空間で実践」 ・アイディア

・実践力

・センシング力

・行動力

⑥ AI活用

再現性のある
看護実践知へ

・課題発見から課題解決の行動、検証まですべてのプロセスをポートフォリオ化
・AIで課題発見から課題解決→実行までのプロセスを再編集
・状況や対象者が変わっても再現性のある「知の成果」

・実践を振り返り、より良く

する力

・改善を主体的に進める力
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プロンプト
＊写真、前提条件など入力

AI＝俯瞰・整理・可視化
人＝意味づけ・個別化・実践

a. 右側のベッドサイドの
スペースの確保

b. 右の手元にナーコール
c.ベッドの安全な高さ
d.ベッド柵の位置
e.点滴スタンドは片付ける
f. 病室は、ナースステーション

のそば

a

b

c

d
e

f

AIは、見落としや危険要因に
気づく視点を広げる。
看護師は、その情報を患者の
生活や思いと結びつけ、
実際の看護につなげる。

        未来教育デザイン ― 人間中心のAI 活用         
        AI × 情報 × プロジェクト学習 ストーリーで教育をデザインする。ステージは目の前の「現実」、物語の中心はたった 1 人の「大切な人」	
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                ②	AI 活用の詳細 	
	

	

	

	

	

	

	

	

    AI の回答   ・   
写真に、危険箇所・課題・理由を矢印で書き込みました。ベッドの高さとキャスター、ナースコール、履物、

点滴スタンド、ベッド周囲の動線など、入院患者の転倒防止で確認される項目を反映しています。椅子、履

物、点滴スタンド、ベッド周囲の動線などを、患者が立ち上がり、方向転換し、歩く場面を想定して捉えて

います。	

 

 	
	
	
	
	
未来教育ライブラリー          未来教育キーワード辞書	
 https://suzuki-toshie.net/         https://suzuki-toshie.net/news/8190/	
	

          AI 活用― 病室の「課題発見」         
        AI × 情報 × プロジェクト学習 

	

写真を添付します。この病室の患者は 84 歳男性、脳梗塞後で強いふらつきがありま

す。意識は清明です。食事と排泄はゆっくりですが自立しています。この患者にとっ

て危険となる箇所と課題を発見し、該当箇所を矢印で示してください。	

その理由も写真内に書き込んでください。	

プロンプト（AI への指示） 	

構想・プロンプト：鈴木敏恵｜生成 AI：Open	AI	ChatGPT	-5.6(2026/7/18)	
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